
福
井
県
告
示
第
４
３
６
号

　
福
井
県
青
少
年
愛
護
条
例
（
昭
和
３
９
年
福
井
県
条
例
第
１
５
号
）
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
も
の
を
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
有
害
な
興
行
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

指
定
理
由
　
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
ま
た
は
著
し
く
粗
暴
性
、
残
虐
性
も
し
く
は
犯
罪
を
誘
発
助

　
　
　
　
長
す
る
性
質
を
有
し
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

指
定
年
月
日
　
令
和
４
年
１
１
月
２
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
告
示
第
４
３
７
号

　
農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２
４
９
号
）
第
２
９
条
の
規
定
に
よ
り
、
保
安

林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
３
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　
丹
生
郡
越
前
町
上
糸
生
１
１
５
字
上
臼
ケ
谷
４
の
１
、
４
の
５
か
ら
４
の
７
ま
で

２
　
指
定
の
目
的

　
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

３
　
指
定
施
業
要
件

　
⑴
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
ア
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
イ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市
町

　
　
　
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
ウ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
目
　
　
次
　
　
　

告
　
示

　

○
有
害
な
興
行
の
指
定
（
四
三
六
・
県
民
安
全
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一

　

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定
（
四
三
七
・
森
づ
く
り
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一

　

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
四
三
八
・
福
井
農
林
総
合
事
務
所
）…

…
…
…
…
…
…
…
…

二

　

○
道
路
の
区
域
の
変
更
（
四
三
九
、
四
四
〇
・
道
路
保
全
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二

　

○
道
路
の
供
用
の
開
始
（
四
四
一
・
同
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二

公
　
告

　

○
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
（　
　

　
　

税
務
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二

　

○
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施　
　

　
　

（
Ｄ
Ｘ
推
進
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三

　

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
（
産
業
政
策
課
）…

五

　

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
（
二
件
・
丹
南
農
林
総
合
事
務
所
）…

…
…
…
…
…
…
…
…

六

　

○
公
共
測
量
の
実
施
（
土
木
管
理
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

　

○
政
治
団
体
の
設
立
の
届
出
（
一
二
七
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六

　

○
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
に
係
る
届
出
（
一
二
八
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六

　

○
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
（
一
二
九
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七

公
安
委
員
会
告
示

　

○
技
能
検
定
員
審
査
の
実
施
（
一
三
五
・
運
転
免
許
課
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七

　

○
教
習
指
導
員
審
査
の
実
施
（
一
三
六
・
同
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八

収
用
委
員
会
公
告

　

○
土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
の
決
定…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
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告
　
　
　
　
　
示

種
別

映
画

映
画

映
画

痴
漢
電
車
　
あ
ぶ
な
い
下
半
身

真
・
事
故
物
件
パ
ー
ト
２
　
全
滅

バ
ル
ド
　
偽
り
の
記
録
と
一
握
り
の
真
実

（
原
題
）
BA
RD
O
, FA

LSE CH
RO
N
ICLE

O
F A
 H
A
N
D
FU
L O
F T
RU
T
H
S

深
町
組

〈
新
東
宝
映
画
〉

サ
イ
ゾ
ー

〈
サ
イ
ゾ
ー
〉

イ
オ
ン
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

（
メ
キ
シ
コ
）

題
　
　
　
　
名

制
作
会
社
、
配
給
会
社
等
名



　
⑵
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
な
ら
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
お
よ
び
樹
種

　
　
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
井
県
庁
お
よ
び
越
前
町
役
場
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
告
示
第
４
３
８
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
９
５
号
）
第
３
０
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
告
示
第
４
３
９
号

　
主
要
地
方
道
松
ヶ
谷
宝
慶
寺
大
野
線
の
下
記
区
間
に
お
い
て
、
迂
回
路
の
切
り
回
し
に
伴
い
、
道
路
の

区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
な
お
、
こ
れ
を
表
示
し
た
図
面
は
、
福
井
県
庁
お
よ
び
丹
南
土
木
事
務
所
に
お
い
て
、
令
和
４
年
１
２

月
６
日
か
ら
２
０
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
告
示
第
４
４
０
号

　
一
般
県
道
熊
河
池
田
線
の
下
記
区
間
に
お
い
て
、
県
道
付
け
替
え
工
事
に
伴
い
、
道
路
の
区
域
を
変
更

し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

　
な
お
、
こ
れ
を
表
示
し
た
図
面
は
、
福
井
県
庁
お
よ
び
丹
南
土
木
事
務
所
に
お
い
て
、
令
和
４
年
１
２

月
６
日
か
ら
２
０
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
告
示
第
４
４
１
号

　
主
要
地
方
道
松
ヶ
谷
宝
慶
寺
大
野
線
の
下
記
区
間
に
お
い
て
、
迂
回
路
の
切
り
回
し
に
伴
い
、
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
１
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
な
お
、
こ
れ
を
表
示
し
た
図
面
は
、
福
井
県
庁
お
よ
び
丹
南
土
木
事
務
所
に
お
い
て
、
令
和
４
年
１
２

月
６
日
か
ら
２
０
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

　
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で

令和４年12月６日（火） 福 井 県 報 第 225 号 2

公
　
　
　
　
　
告

土
地
改
良
区
の
名
称

足
羽
酒
生
土
地
改
良
区

令
和
４
年
１
１
月
２
８
日

認
可
年
月
日

道路種類

路線名

新旧別
区
　
間

幅
員

（
単
位
 :  

ﾒｰﾄﾙ）

延
長

（
単
位
 :  

ﾒｰﾄﾙ）

新旧

松ヶ谷宝慶寺大野線

主要地方道

今
立
郡
池
田
町
千
代
谷
４
字

藤
原
１
５
番
２
か
ら

今
立
郡
池
田
町
千
代
谷
１
５

字
村
下
６
番
２
ま
で

今
立
郡
池
田
町
千
代
谷
４
字

藤
原
１
５
番
２
か
ら

今
立
郡
池
田
町
千
代
谷
１
５

字
村
下
６
番
２
ま
で

5.6～11.04.2～5.6

53.0

48.7

道路種類

路線名

新旧別
区
　
間

幅
員

（
単
位
 :  

ﾒｰﾄﾙ）

延
長

（
単
位
 :  

ﾒｰﾄﾙ）

新旧

熊河池田線

一般県道

今
立
郡
池
田
町
水
海
２
０
８

字
中
山
１
７
番
４
か
ら

今
立
郡
池
田
町
水
海
２
０
８

字
中
山
１
４
番
８
ま
で

今
立
郡
池
田
町
水
海
２
０
８

字
中
山
１
７
番
４
か
ら

今
立
郡
池
田
町
水
海
２
０
８

字
中
山
１
４
番
８
ま
で

9.7～28.99.7～27.3

156.3

160.5

道路種類

路線名
供
用
開
始
の
区
間

供
用
開
始
の
期
日

松ヶ谷宝慶寺大野線

主要地方道

今
立
郡
池
田
町
千
代
谷
４
字

藤
原
１
５
番
２
か
ら

今
立
郡
池
田
町
千
代
谷
１
５

字
村
下
６
番
２
ま
で

令
和
４
年

１
２
月
６
日



、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
福
井
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
７
年
福
井
県
規
則
第
８
２
号

）
第
１
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
随
意
契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
お
よ
び
数
量

　
　
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
係
る
税
務
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
　
一
式

２
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　
　
福
井
県
総
務
部
税
務
課

　
　
福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

３
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

　
　
令
和
４
年
１
１
月
１
８
日

４
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
名
称
お
よ
び
住
所

　
　
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ

　
　
東
京
都
江
東
区
豊
洲
３
丁
目
３
番
３
号

５
　
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

　
　
７
４
，
３
６
１
，
１
０
０
円

６
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　
随
意
契
約

７
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
に
し
た
理
由

　
　
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第

　
３
７
２
号
）
第
１
１
条
第
１
項
第
１
号
に
該
当
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
の

で
、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
福
井
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
７
年
福
井
県
規
則
第
８
２

号
）
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
企
画
提
案
書
の
提
出
を
求
め
る
事
項

　
⑴
　
業
務
名

　
　
　
第
３
期
福
井
県
サ
ー
バ
統
合
環
境
基
盤
提
供
業
務

　
⑵
　
履
行
期
間

　
　
　
契
約
締
結
日
か
ら
令
和
１
０
年
９
月
３
０
日
ま
で

　
⑶
　
業
務
内
容

　
　
　
「
第
３
期
福
井
県
サ
ー
バ
統
合
環
境
基
盤
提
供
業
務
調
達
仕
様
書
」
の
と
お
り

　
⑷
　
履
行
場
所

　
　
　
福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
福
井
県
庁
舎
内

２
　
企
画
提
案
書
を
提
出
で
き
る
者
の
要
件

　
企
画
提
案
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
一
の
個
人
も
し
く
は
法
人
ま
た
は
共
同
企
業
体
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
３
期
福
井
県
サ
ー
バ
統
合
環
境
基
盤
提
供
業
務
の
調
達
に
関
す
る
審
査
委
員
会

（
以
下
「
審
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
審
査
を
受
け
る
資
格
（
以
下
「
受
審
資
格
」
と
い
う
。
）
に

関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
県
の
認
定
を
受
け
た
者
と
す
る
。

　
⑴
　
個
人
ま
た
は
法
人

　
　
ア
　
福
井
県
財
務
規
則
（
昭
和
３
９
年
福
井
県
規
則
第
１
１
号
）
第
１
４
６
条
の
規
定
に
よ
り
知
事

　
　
　
が
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
２
２
年
政
令
第
１
６
号
）
第
１
６
７
条
の
４
に
規
定
す
る
者
で
な

　
　
　
い
こ
と
。

　
　
ウ
　
受
審
資
格
認
定
の
日
に
お
い
て
、
現
に
県
の
指
名
停
止
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

　
　
エ
　
受
審
資
格
認
定
の
日
に
お
い
て
、
会
社
更
生
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
７
２
号
）
に
基
づ
く

　
　
　
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
、
お
よ
び
民
事
再
生
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
２
２
５
号
）
に
基
づ
く

　
　
　
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
オ
　
福
井
県
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
全
て
の
県
税
な
ら
び
に
消
費
税

　
　
　
お
よ
び
地
方
消
費
税
に
お
い
て
未
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
カ
　
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
等
、
本
県
と
同
規
模
以
上
の
人
口
を
擁
す
る
地
方
自
治
体
に
お
い

　
　
　
て
、
元
請
と
し
て
仮
想
化
技
術
を
用
い
た
サ
ー
バ
統
合
環
境
基
盤
の
導
入
や
整
備
等
に
関
す
る
業

　
　
　
務
の
実
績
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
キ
　
次
の
ア
か
ら
オ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
ア
　
役
員
等
（
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
を
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
役
員
ま
た
は
そ

　
　
　
　
の
支
店
も
し
く
は
常
時
契
約
を
締
結
す
る
事
務
所
を
代
表
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

　
　
　
　
暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７

　
　
　
　
７
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
者

　
　
　
イ
　
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
号
に
規
定

　
　
　
　
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ま
た
は
暴
力
団
員
が
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る

　
　
　
　
者

　
　
　
ウ
　
役
員
等
が
自
己
、
自
社
も
し
く
は
第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る
目
的
ま
た
は
第
三
者
に
損

　
　
　
　
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
の
利
用
等
を
し
て
い
る
者

　
　
　
エ
　
役
員
等
が
、
暴
力
団
も
し
く
は
暴
力
団
員
に
対
し
て
資
金
等
を
供
給
し
、
ま
た
は
便
宜
を
供

　
　
　
　
与
す
る
な
ど
直
接
的
も
し
く
は
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、
ま
た
は
関
与
し
て

　
　
　
　
い
る
者

　
　
　
オ
　
役
員
等
が
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

　
⑵
　
共
同
企
業
体

　
　
ア
　
⑴
の
ア
か
ら
オ
ま
で
お
よ
び
キ
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
個
人
ま
た
は
法
人
に
よ
り
自

　
　
　
主
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
共
同
企
業
体
を
構
成
す
る
者
（
以
下
「
構
成
員
」
と
い
う
。

　
　
　
）
で
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定
書
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
。
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ア
　
共
同
企
業
体
の
目
的

　
　
　
イ
　
共
同
企
業
体
の
名
称

　
　
　
ウ
　
構
成
員
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　
　
　
エ
　
代
表
構
成
員
の
名
称
お
よ
び
権
限

　
　
　
オ
　
構
成
員
の
出
資
割
合

　
　
　
カ
　
各
構
成
員
の
責
任

　
　
　
キ
　
利
益
金
お
よ
び
欠
損
金
の
配
当
な
ら
び
に
負
担
の
割
合

　
　
　
ク
　
取
引
金
融
機
関
の
名
称

　
　
　
ケ
　
業
務
期
間
中
に
お
け
る
構
成
員
の
脱
退
に
関
す
る
措
置

　
　
　
コ
　
業
務
期
間
中
に
お
け
る
構
成
員
の
破
産
、
会
社
更
生
、
民
事
再
生
手
続
ま
た
は
解
散
に
対
す

　
　
　
　
る
措
置

　
　
　
サ
　
共
同
企
業
体
解
散
後
の
契
約
不
適
合
責
任

　
　
　
　
　
な
お
、
本
件
契
約
締
結
後
に
、
共
同
企
業
体
の
協
定
書
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

　
　
　
　
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
県
と
協
議
す
る
こ
と
。

　
　
イ
　
共
同
企
業
体
の
代
表
構
成
員
が
⑴
カ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

ウ
　
共
同
企
業
体
の
出
資
比
率
が
最
大
の
者
が
代
表
構
成
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
出
資
比
率
が

最
大
の
者
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
者
が
代
表
構
成
員
と
な
る
こ
と
。

　
　
エ
　
全
て
の
構
成
員
が
、
本
件
提
案
に
参
加
す
る
他
の
共
同
企
業
体
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
な
い
こ

　
　
　
と
。

　
　
オ
　
３
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
審
資
格
認
定
申
請
書
等
を
提
出
し
、
本
件
提
案
に
係
る
受
審
資

　
　
　
格
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
県
知
事
か
ら
確
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

３
　
受
審
資
格
の
認
定
の
申
請
手
続
等

　
⑴
　
受
審
資
格
の
認
定
の
申
請
手
続
等

　
　
　
企
画
提
案
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
、
受
審
資
格
の
認
定
を
受
け
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ア
　
提
出
書
類
お
よ
び
部
数

　
　
　
　
受
審
資
格
認
定
申
請
書
（
様
式
１
）
他
、
必
要
書
類
　
１
部

　
　
イ
　
提
出
方
法

　
　
　
　
持
参
ま
た
は
配
達
証
明
付
き
郵
便
に
よ
る
こ
と
。

　
　
ウ
　
提
出
期
限

　
　
　
　
令
和
４
年
１
２
月
１
９
日
（
月
）
１
７
時
ま
で
（
必
着
）

　
　
　
　
な
お
、
提
出
後
に
お
け
る
申
請
書
の
追
加
お
よ
び
変
更
は
認
め
な
い
。

　
　
エ
　
提
出
場
所
お
よ
び
申
請
に
係
る
質
問
を
受
け
付
け
る
場
所
な
ら
び
に
認
定
に
関
す
る
事
務
を
担

　
　
　
当
す
る
部
局
の
所
在
地
お
よ
び
名
称

　
　
　
　
〒
９
１
０
－
８
５
８
０

　
　
　
　
福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
　
福
井
県
地
域
戦
略
部
Ｄ
Ｘ
推
進
課

　
　
　
　
電
話
　
０
７
７
６
－
２
０
－
０
２
６
７

　
　
オ
　
提
出
資
料
の
様
式
等

　
　
　
　
実
施
要
領
お
よ
び
各
種
様
式
等
関
係
書
類
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
ア
　
交
付
期
間

　
　
　
　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日
（
火
）
か
ら
令
和
４
年
１
２
月
１
９
日
（
月
）
ま
で
（
土
、
日
、
祝

　
　
　
　
日
を
除
く
。
）
の
９
時
か
ら
１
７
時
ま
で
と
す
る
。

　
　
　
イ
　
交
付
場
所

　
　
　
　
　
３
⑴
エ
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
な
お
、
福
井
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://w

w
w
.pref.fukui.lg.jp）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　
　
　
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑵
　
受
審
資
格
の
認
定
時
期

　
　
　
受
審
資
格
の
認
定
は
、
令
和
４
年
１
２
月
２
１
日
（
水
）
ま
で
に
行
う
。

　
⑶
　
受
審
資
格
の
認
定
結
果

　
　
　
書
面
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
。

　
⑷
　
受
審
資
格
の
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
理
由
の
説
明

　
　
ア
　
受
審
資
格
の
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
、
書
面
に
よ
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
を

　
　
　
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
１
２
月
２
３
日
（
金
）
１
７
時
ま

　
　
　
で
に
、
説
明
を
求
め
る
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
持
参
し
て
、
申
請
書
の
提
出
場
所
に
提
出
し
な
け

　
　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
イ
　
県
は
、
説
明
を
求
め
た
者
に
対
し
て
、
令
和
５
年
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
、
書
面
に
よ
り
回

　
　
　
答
す
る
。

４
　
本
業
務
に
関
す
る
質
問
事
項

　
　
本
業
務
に
関
す
る
質
問
事
項
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
２
月
２
６
日
（
月
）
１
２
時
ま
で
に
電
子

　
メ
ー
ル
で
文
書
（
様
式
３
）
を
提
出
す
る
こ
と
（
提
出
先
：
jyouhou-sys@

pref.fukui.lg.jp）
。

　
　
質
問
に
対
す
る
回
答
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、
全
て
の
受
審
資
格
認
定
者
に
対
し
て
一
斉
に
行
う

　
。
５
　
企
画
提
案
書
の
提
出
手
続

　
⑴
　
提
出
書
類
お
よ
び
提
出
部
数

　
　
ア
　
企
画
提
案
書
　
８
部

　
　
イ
　
ア
の
電
子
デ
ー
タ
を
収
録
し
た
電
子
媒
体
　
１
部

　
⑵
　
提
出
方
法

　
　
　
持
参
ま
た
は
配
達
証
明
付
き
郵
便
に
よ
る
こ
と
。

　
⑶
　
提
出
期
限

　
　
　
令
和
５
年
１
月
１
８
日
（
水
）
１
２
時
ま
で
（
必
着
）

　
　
　
な
お
、
提
出
後
に
お
け
る
資
料
の
追
加
お
よ
び
変
更
は
認
め
な
い
。

　
⑷
　
提
出
場
所

　
　
　
３
⑴
エ
に
同
じ
。
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⑸
　
提
出
資
料
の
様
式
等

　
　
　
３
⑴
オ
に
同
じ
。

６
　
審
査
会
お
よ
び
契
約
先
候
補
者
の
選
考
等

　
⑴
　
審
査
会

　
　
　
審
査
委
員
会
が
、
提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書
等
に
基
づ
き
審
査
を
行
う
。

　
⑵
　
審
査
結
果

　
　
　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
採
否
に
関
わ
ら
ず
企
画
提
案
書
を
提
出
し
た
者
に
書
面
で
通
知
す
る
。

　
　
　
な
お
、
審
査
結
果
の
異
議
申
立
て
は
、
一
切
受
け
付
け
な
い
。

　
⑶
　
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
提
案
者
に
対
す
る
理
由
の
説
明

　
　
ア
　
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
提
案
者
は
、
書
面
に
よ
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が

　
　
　
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
別
途
通
知
す
る
日
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
持

　
　
　
参
し
て
、
申
請
書
の
提
出
場
所
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
イ
　
県
は
、
説
明
を
求
め
た
提
案
者
に
対
し
て
は
、
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
０
日
以
内
に

　
　
　
書
面
に
よ
り
回
答
す
る
。

７
　
そ
の
他

　
⑴
　
こ
の
公
告
に
係
る
一
連
の
手
続
お
よ
び
業
務
の
契
約
等
に
関
す
る
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語

　
　
お
よ
び
通
貨
は
、
日
本
語
お
よ
び
日
本
国
の
通
貨
に
限
る
。

　
⑵
　
必
要
書
類
が
不
足
し
て
い
る
資
料
、
提
出
期
限
に
遅
れ
た
書
類
等
は
一
切
受
け
付
け
な
い
。

　
⑶
　
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
な
い
。

　
⑷
　
企
画
提
案
に
関
す
る
経
費
は
、
全
額
提
案
者
負
担
と
す
る
。

　
⑸
　
書
類
の
内
容
に
虚
偽
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
失
格
と
す
る
。

　
⑹
　
提
案
者
の
選
定
に
当
た
り
、
提
案
者
に
対
し
て
、
企
画
提
案
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め

　
　
る
こ
と
が
あ
る
。

　
⑺
　
こ
の
公
告
に
揚
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
実
施
要
領
等

　
　
に
よ
る
。

８
　
Sum
m
ary

　
⑴
　
Subject m

atter
　
　
　
Proposals for the N

ext generation Fukui Prefecture server integrated 
　
　
environm

ent infrastructure
　
⑵
　
T
im
e-lim

it for the subm
ission of proposals

　
　
　
0:00P.M

. 18th January 2023
　
⑶
　
Contact point for the notice

　
　
　
D
X
 Prom

otion D
ivision, D

epartm
ent of Regional Strategy, Fukui Prefectural 　

　
　
　
　
Governm

ent, 3-17-1, O
hte, Fukui city, Fukui prefecture, 910-8580,Japan.

　
　
　
T
EL 0776-20-0267

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
１
０
年
法
律
第
９
１
号
）
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
大
規
模
小

売
店
舗
の
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
な
お
、
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
４
月
以
内

に
、
福
井
県
に
対
し
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　
　
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
朝
日
店

　
　
福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
気
比
庄
７
字
江
代
町
１
番
２
　
外
６
筆

２
　
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
住
所
な
ら
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代

　
表
者
の
氏
名

　
　
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

　
　
代
表
取
締
役
　
横
山
　
英
昭

　
　
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
１
０
番
１
号
　
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
４
階

３
　
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
住
所
な
ら
び
に
法
人
に

　
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

　
　
株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

　
　
代
表
取
締
役
　
横
山
　
英
昭

　
　
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
１
０
番
１
号
　
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
４
階

４
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

　
　
令
和
５
年
７
月
２
５
日

５
　
大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

　
　
１
，
３
１
８
㎡

６
　
駐
車
場
の
収
容
台
数
　
５
０
台

７
　
駐
輪
場
の
収
容
台
数
　
１
０
台

８
　
荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積
　
３
２
㎡

９
　
廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量
　
１
２
．
０
６
㎥

１
０
　
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
お
よ
び
閉
店
時
刻

　
　
　
開
店
時
刻
　
午
前
９
時

　
　
　
閉
店
時
刻
　
午
後
９
時
４
５
分

１
１
　
来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

　
　
　
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
１
０
時
ま
で

１
２
　
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

　
　
　
２
箇
所

１
３
　
荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

　
　
　
２
４
時
間

１
４
　
届
出
の
あ
っ
た
日
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測
量
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
８
８
号
）
第
３
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
４
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
令
和
４
年
１
１
月
１
７
日
に
福
井
地
方
法
務
局
よ
り
公
共
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
の
通
知

が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
３
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
測
量
計
画
機
関
の
名
称

　
　
福
井
地
方
法
務
局

２
　
作
業
の
種
類

　
　
公
共
測
量
（
登
記
所
備
付
地
図
作
成
作
業
に
伴
う
基
準
点
測
量
）

３
　
作
業
の
期
間

　
　
令
和
４
年
１
１
月
２
１
日
か
ら
令
和
５
年
２
月
２
８
日
ま
で

４
　
作
業
の
地
域

　
　
福
井
県
あ
わ
ら
市
春
宮
一
丁
目
ほ
か
地
区
内

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
１
２
７
号

　
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
９
４
号
）
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の

設
立
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
井
　
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
１
２
８
号

　
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
９
４
号
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の

届
出
事
項
の
異
動
に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
令
和
４
年
１
１
月
２
４
日

１
５
　
届
出
の
縦
覧
場
所

　
⑴
　
福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
福
井
県
産
業
労
働
部
産
業
政
策
課

　
⑵
　
福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
１
３
－
５
－
１

　
　
　
越
前
町
商
工
観
光
課

１
６
　
届
出
の
縦
覧
期
間
お
よ
び
縦
覧
で
き
る
時
間
帯

　
⑴
　
縦
覧
期
間

　
　
　
公
告
の
日
か
ら
４
月
間

　
⑵
　
縦
覧
で
き
る
時
間
帯

　
　
　
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
１
５
分
ま
で

１
７
　
意
見
書
の
提
出
先

　
　
　
福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
福
井
県
産
業
労
働
部
産
業
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
９
５
号
）
第

１
１
３
条
の
３
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
地
区
名

　
　
漆
原
下
野
田
地
区

２
　
土
地
改
良
事
業
の
名
称

　
　
農
業
用
用
排
水
施
設
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
）
事
業

３
　
工
事
完
了
年
月
日

　
　
令
和
４
年
３
月
１
０
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
９
５
号
）
第

１
１
３
条
の
３
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
地
区
名

　
　
漆
原
下
野
田
地
区

２
　
土
地
改
良
事
業
の
名
称

　
　
区
画
整
理
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
）
事
業

３
　
工
事
完
了
年
月
日

　
　
令
和
４
年
３
月
１
０
日
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選
挙
管
理
委
員
会
告
示

届
　
出

年
月
日

令
和
4年

11月
4日

新
し
い
越
前
市
を

創
る
会

越
前
市
堀
川
町
２
－
１
４

山
田
　
賢
一

長
谷
川
　
勝
也

政
治
団
体
の
名
称
代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

会
計
責
任
者
の

氏
　
　
　
　
名

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

（
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）



　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
井
　
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
１
２
９
号

　
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
９
４
号
）
第
１
９
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
資
金
管
理

団
体
の
指
定
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
１
９
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
井
　
亨

福
井
県
公
安
委
員
会
告
示
第
１
３
５
号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
３
５
年
法
律
第
１
０
５
号
）
第
９
９
条
の
２
第
４
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
技
能

検
定
員
審
査
（
以
下
「
審
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
の
で
、
技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成

６
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
公
安
委
員
会
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公
安
委
員
会
告
示

令
和
4年

9月
27日

令
和
4年

10月
15日

令
和
4年

10月
28日

令
和
4年

10月
28日

自
由
民
主
党
永
平
寺

町
支
部

自
由
民
主
党
福
井
県

経
済
強
靭
化
支
部

自
由
民
主
党
福
井
県

農
業
支
部

福
井
県
農
政
連

鈴
木
　
宏
紀

山
本
　
拓

青
山
　
多
実
雄

青
山
　
多
実
雄

吉
田
郡
永
平
寺
町
清
水
６

－
５

鈴
木
　
宏
紀

酒
井
　
圭
治

松
浦
　
伸
昭

青
山
　
多
実
雄

青
山
　
多
実
雄

吉
田
郡
永
平
寺
町
松
岡

吉
野
堺
１
９
－
５

江
守
　
勲

酒
井
　
秀
和

栗
塚
　
俊
夫

北
島
　
友
嗣

北
島
　
友
嗣

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代
表
者

会
計
責
任
者

会
計
責
任
者

代
表
者

代
表
者

異
　
動

年
月
日

政
治
団
体
の
名
称

異
 動
 事
 項

代
表
者
の
氏
名

異
　
動
　
内
　
容

新
旧

指
　
定

年
月
日

令
和
4年

11月
1日

山
田
　
賢
一

越
前
市
堀
川
町
２
－
１
４

越
前
市
長

新
し
い
越
前
市

を
創
る
会

資
金
管
理
団
体
の

届
出
を
し
た
者

（
代
表
者
）
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

資
金
管
理
団
体

の
名
称

届
出
を
し
た
者
に

係
る
公
職
の
種
類



　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
春
木
　
麻
紀
子

１
　
審
査
の
種
類
、
期
日
お
よ
び
場
所

　
⑴
　
種
類

　
　
　
技
能
検
定
員
審
査
（
普
通
）

　
⑵
　
期
日

　
　
　
令
和
５
年
１
月
２
０
日
（
金
）

　
⑶
　
場
所

　
　
　
坂
井
市
春
江
町
針
原
第
５
８
号
１
０
番
地

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

２
　
審
査
の
申
請
手
続
に
関
す
る
事
項

　
⑴
　
申
請
に
必
要
な
書
類

　
　
ア
　
審
査
申
請
書

　
　
イ
　
運
転
免
許
証
の
写
し

　
　
ウ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

　
　
　
ア
　
過
去
１
年
以
内
に
審
査
を
受
け
、
当
該
審
査
に
お
い
て
３
⑵
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
審
査
細

　
　
　
　
目
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
合
格
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
た
者

　
　
　
イ
　
過
去
１
年
以
内
に
技
能
検
定
、
技
能
教
習
ま
た
は
学
科
教
習
に
つ
い
て
の
技
能
ま
た
は
知
識

　
　
　
　
に
関
す
る
講
習
で
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
を
修
了
し
た
者

　
　
　
ウ
　
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者

　
　
　
エ
　
他
の
種
類
の
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者

　
⑵
　
提
出
先

　
　
　
坂
井
市
春
江
町
針
原
第
５
８
号
１
０
番
地

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
⑶
　
提
出
期
限

　
　
　
令
和
４
年
１
２
月
１
６
日
（
金
）

３
　
そ
の
他
審
査
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

　
⑴
　
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
資
格
要
件

　
　
　
技
能
検
定
員
審
査
（
普
通
）

　
　
　
当
該
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
⑵
　
審
査
方
法
お
よ
び
そ
の
合
格
基
準

　
　
　
技
能
検
定
員
審
査
（
普
通
）

　
　
　
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
審
査
項
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に
つ

　
　
い
て
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
審
査
方
法
等
に
よ
り
行
う
。

　
⑶
　
審
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等

　
　
　
坂
井
市
春
江
町
針
原
第
５
８
号
１
０
番
地

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
（
電
話
　
０
７
７
６
－
５
１
－
２
８
２
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
公
安
委
員
会
告
示
第
１
３
６
号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
３
５
年
法
律
第
１
０
５
号
）
第
９
９
条
の
３
第
４
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
教
習

指
導
員
審
査
（
以
下
「
審
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
の
で
、
技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成

６
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
第
１
０
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
春
木
　
麻
紀
子

１
　
審
査
の
種
類
、
期
日
お
よ
び
場
所

　
⑴
　
種
類

　
　
　
教
習
指
導
員
審
査
（
普
通
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
普
通
二
種
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
大
自
二

　
　
）

　
⑵
　
期
日

　
　
　
令
和
５
年
１
月
２
０
日
（
金
）

　
⑶
　
場
所

　
　
　
坂
井
市
春
江
町
針
原
第
５
８
号
１
０
番
地

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

２
　
審
査
の
申
請
手
続
に
関
す
る
事
項

　
⑴
　
申
請
に
必
要
な
書
類

　
　
ア
　
審
査
申
請
書
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審
査
項
目
 

技
能
検
定
に

関
す
る
技
能

技
能
検
定
に

関
す
る
知
識

技
能
試
験
の
方
法
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
､

そ
の
合
格
基
準
は
９
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成

績
で
あ
る
こ
と
。

実
技
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る

こ
と
。

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
ま
た
は
正
誤
式
の

筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
、
論
文
式
の
も
の
は
８
５
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
そ
の
他
の
も
の
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

面
接
試
験
ま
た
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り

行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
９
５
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な

自
動
車
の
運
転
技
能

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す

る
観
察
お
よ
び
採
点
の
技
能

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る

事
項

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法

令
に
つ
い
て
の
知
識

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る

知
識
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価

方
法
に
関
す
る
知
識

審
査
細
目

審
査
方
法
等

技
能
検
定
に

関
す
る
技
能

技
能
検
定
に

関
す
る
知
識

技
能
試
験
の
方
法
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
､

そ
の
合
格
基
準
は
９
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成

績
で
あ
る
こ
と
。

実
技
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る

こ
と
。

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
ま
た
は
正
誤
式
の

筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
、
論
文
式
の
も
の
は
８
５
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
そ
の
他
の
も
の
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

面
接
試
験
ま
た
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り

行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
９
５
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な

自
動
車
の
運
転
技
能

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す

る
観
察
お
よ
び
採
点
の
技
能

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る

事
項

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法

令
に
つ
い
て
の
知
識

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る

知
識
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価

方
法
に
関
す
る
知
識



　
　
イ
　
前
記
ア
以
外
の
審
査

　
　
　
　
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
審
査
項
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に

　
　
　
つ
い
て
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
審
査
方
法
等
に
よ
り
行
う
。

　
⑶
　
審
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等

　
　
　
坂
井
市
春
江
町
針
原
第
５
８
号
１
０
番
地

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
（
電
話
　
０
７
７
６
－
５
１
－
２
８
２
０
）

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２
１
９
号
）
第
４
５
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
収
用
の
裁
決
手

続
の
開
始
を
決
定
し
た
の
で
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　
令
和
４
年
１
２
月
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
収
用
委
員
会

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
国
土
交
通
大
臣

２
　
事
業
の
種
類

　
　
一
級
河
川
九
頭
竜
川
水
系
足
羽
川
ダ
ム
建
設
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
県
道
付
替
工
事

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
お
よ
び
地
積
等

　
　
別
表
の
と
お
り

　
　
イ
　
運
転
免
許
証
の
写
し

　
　
ウ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

　
　
　
ア
　
過
去
１
年
以
内
に
審
査
を
受
け
、
当
該
審
査
に
お
い
て
３
⑵
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
審
査
細

　
　
　
　
目
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
合
格
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
た
者

　
　
　
イ
　
過
去
１
年
以
内
に
技
能
検
定
、
技
能
教
習
ま
た
は
学
科
教
習
に
つ
い
て
の
技
能
ま
た
は
知
識

　
　
　
　
に
関
す
る
講
習
で
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
を
修
了
し
た
者

　
　
　
ウ
　
技
能
検
定
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者

　
　
　
エ
　
他
の
種
類
の
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者

　
⑵
　
提
出
先

　
　
　
坂
井
市
春
江
町
針
原
第
５
８
号
１
０
番
地

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
⑶
　
提
出
期
限

　
　
　
令
和
４
年
１
２
月
１
６
日
（
金
）

３
　
そ
の
他
審
査
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

　
⑴
　
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
資
格
要
件

　
　
ア
　
教
習
指
導
員
審
査
（
普
通
）
、
教
習
指
導
員
審
査
（
大
自
二
）

　
　
　
　
当
該
審
査
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
　
イ
　
教
習
指
導
員
審
査
（
普
通
二
種
）

　
　
　
　
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
ま
た
は
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
お
よ

　
　
　
び
教
習
指
導
員
資
格
者
証
（
普
通
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
⑵
　
審
査
方
法
お
よ
び
そ
の
合
格
基
準

　
　
ア
　
教
習
指
導
員
審
査
（
普
通
二
種
）

　
　
　
　
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
審
査
項
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
審
査
細
目
に

　
　
　
つ
い
て
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
審
査
方
法
等
に
よ
り
行
う
。
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収
用
委
員
会
公
告

審
査
項
目
 

教
習
に
関
す

る
技
能

教
習
に
関
す

る
知
識

技
能
試
験
の
方
法
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
､

そ
の
合
格
基
準
は
８
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成

績
で
あ
る
こ
と
。

実
技
試
験
ま
た
は
面
接
試
験
に
よ
り
行
う
も
の

と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
そ
れ
ぞ
れ
８
０
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
ま
た
は
正
誤
式
の

筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
、
論
文
式
の
も
の
は
８
５
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
そ
の
他
の
も
の
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

面
接
試
験
ま
た
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り

行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
そ
れ
ぞ

れ
８
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
｡

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な

自
動
車
の
運
転
技
能

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の

技
能

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の

技
能

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る

事
項
そ
の
他
自
動
車
の
運
転

に
関
す
る
知
識

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法

令
に
つ
い
て
の
知
識

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な

教
育
に
つ
い
て
の
知
識

審
査
細
目

審
査
方
法
等

審
査
項
目
 

教
習
に
関
す

る
技
能

教
習
に
関
す

る
知
識

技
能
試
験
の
方
法
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
､

そ
の
合
格
基
準
は
、
８
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

成
績
で
あ
る
こ
と
。

実
技
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
、
８
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ

る
こ
と
。

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
ま
た
は
正
誤
式
の

筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
、
論
文
式
の
も
の
は
８
５
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
そ
の
他
の
も
の
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な

自
動
車
の
運
転
技
能

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の

技
能

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
お
よ

び
自
動
車
運
転
代
行
業
に
関

す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

審
査
細
目

審
査
方
法
等



４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所

　
　
別
表
の
と
お
り

５
　
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
お
よ
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
別
表
の
と
お
り

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
令
和
４
年
１
１
月
２
４
日
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技
能
検
定
に

関
す
る
技
能

技
能
検
定
に

関
す
る
知
識

技
能
試
験
の
方
法
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
､

そ
の
合
格
基
準
は
９
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成

績
で
あ
る
こ
と
。

実
技
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る

こ
と
。

論
文
式
、
択
一
式
、
補
完
式
ま
た
は
正
誤
式
の

筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格

基
準
は
、
論
文
式
の
も
の
は
８
５
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
そ
の
他
の
も
の
は
９
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

面
接
試
験
ま
た
は
論
文
式
の
筆
記
試
験
に
よ
り

行
う
も
の
と
し
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
９
５
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
。

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な

自
動
車
の
運
転
技
能

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す

る
観
察
お
よ
び
採
点
の
技
能

教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る

事
項

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法

令
に
つ
い
て
の
知
識

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る

知
識
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価

方
法
に
関
す
る
知
識

（別表）

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
11字北開地

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

14番1

4番1

山林

山林

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

宅地

山林

地積（㎡）

72

12

公簿 実測

0.51

0.61

0.51

0.61

登記名義人
（亡）安達　善策
上記法定相続人
安達　昌良
（持分2分の1）

松田　幸江
（持分2分の1）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

―

―

―

―

―

―

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

5番2

6番1

山林

山林

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

河川敷

河川敷

地積（㎡）

13

23

公簿 実測

13.05

20.79

13.05

20.79

登記名義人
（亡）安達　善策
上記法定相続人
安達　昌良
（持分2分の1）

松田　幸江
（持分2分の1）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

富山県富山市
牛島町15番1号

北陸電力送配電
株式会社
代表取締役社長
棚田　一也

土地使用借権
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裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
11字北開地

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

14番1

14番2

6番1

山林

山林

山林

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

廃道敷

廃道敷

公衆用
道路

地積（㎡）

72

6.61

23

公簿 実測

161.76

6.62

2.46

161.76

6.62

2.46

不明　ただし、
登記名義人
（亡）安達　善策
上記法定相続人
安達　昌良
（持分2分の1）

松田　幸江
（持分2分の1）

または、

福井県
上記代表者
福井県知事
杉本　達治

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

―

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策に
ある場合
土地使用借権

所有権が福井
県にある場合
　　なし

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策に
ある場合
土地使用借権

所有権が福井
県にある場合
　　なし

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策に
ある場合
土地使用借権

所有権が福井
県にある場合
　　なし

福井県

―

福井県

―

福井県

―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

4番1 山林

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

公衆用
道路

地積（㎡）

12

公簿 実測

11.78 11.78

不明　ただし、
登記名義人
（亡）安達　善策
上記法定相続人
安達　昌良
（持分2分の1）

松田　幸江
（持分2分の1）

または、

福井県
上記代表者
福井県知事
杉本　達治

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

土地使用借権

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策に
ある場合
土地使用借権

所有権が福井
県にある場合
　　なし

西日本電信
電話株式会社
福井支店長
高畠　勝之

　  福井県

　　 ―

福井県福井市
日之出二丁目
12番5号

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

　　 ―
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裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
11字北開地

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

16番

18番

宅地

宅地

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

廃道敷

廃道敷

地積（㎡）

406.61

373.55

公簿 実測

31.68

43.00

31.68

43.00

不明（持分60分
の2）　ただし、
登記名義人（亡）
安達　善策
（持分60分の2）
上記法定相続人
安達　昌良
（持分60分の1）

松田　幸江
（持分60分の1）

または、

福井県
上記代表者
福井県知事
杉本　達治
（持分60分の2）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策
（持分60分の2）
にある場合
土地使用借権

所有権が福井
県（持分60分
の2）にある場
合
　　なし

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策（持
分60分の2）に
ある場合
土地使用借権

所有権が福井
県（持分60分
の2）にある場
合
　　なし

福井県

―

福井県

―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
11字北開地

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

16番

18番

19番1

19番2

宅地

宅地

宅地

宅地

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

宅地

宅地

宅地

宅地

地積（㎡）

406.61

373.55

446.28

115.70

公簿 実測

399.59

448.41

343.31

38.60

399.59

448.41

343.31

38.60

登記名義人
（亡）安達　善策
（持分60分の2）
上記法定相続人
安達　昌良
（持分60分の1）

松田　幸江
（持分60分の1）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
11字北開地

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県今立郡
池田町稲荷第
35号4番地

19番1

19番2

宅地

宅地

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

公衆用
道路

公衆用
道路

地積（㎡）

446.28

115.70

公簿 実測

47.15

11.26

47.15

11.26

不明（持分60分
の2）　ただし、
登記名義人
（亡）安達　善策
（持分60分の2）
上記法定相続人
安達　昌良
（持分60分の1）

松田　幸江
（持分60分の1）

または、

池田町
上記代表者
池田町長
杉本　博文
（持分60分の2）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策
（持分60分の2）
にある場合
土地使用借権
所有権が池田
町（持分60分
の2）にある場
合
　　なし

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策
（持分60分の2）
にある場合
土地使用借権
所有権が池田
町（持分60分
の2）にある場
合
　　なし

池田町

―

池田町

―

福井県今立郡
池田町稲荷第
35号4番地

　　 ―

福井県今立郡
池田町稲荷第
35号4番地

　　 ―

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
11字北開地

住所 氏名所在

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

19番1

19番2

宅地

宅地

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

公衆用
道路

公衆用
道路

地積（㎡）

446.28

115.70

公簿 実測

82.97

31.18

82.97

31.18

不明（持分60分
の2）　ただし、
登記名義人
（亡）安達　善策
（持分60分の2）
上記法定相続人
安達　昌良
（持分60分の1）

松田　幸江
（持分60分の1）

または、

福井県
上記代表者
福井県知事
杉本　達治
（持分60分の2）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策
（持分60分の2）
にある場合
土地使用借権

所有権が福井
県（持分60分
の2）にある場
合
　　なし

所有権が登記
名義人（亡）
安達　善策
（持分60分の2）
にある場合
土地使用借権

所有権が福井
県（持分60分
の2）にある場
合
　　なし

福井県

―

福井県

―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―
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裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
79字村ノ下大
本山

住所 氏名所在

大阪府門真市
宮野町12番8号
創新工業内た
だし、土地登
記簿上の住所
大阪府大阪市
北区中津六丁
目8番21-504号

神奈川県横浜
市港北区師岡
町536番地

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県福井市
竹生町第34号
2番地

愛知県名古屋
市瑞穂区苗代
町18番7号

7番 山林

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

宅地

山林

雑種地

雑種地

地積（㎡）

1289

公簿 実測

2254.01

52.41

2035.84

115.84

49.92

藤田　一彦
（持分1142400分
の867）

登記名義人
（亡）安達　惣吉
（持分1142400分
の4080）
上記法定相続人
安達　信行
（持分1142400分
の4080）

安達　昌良
（持分1142400分
の4080）

松田　幸江
（持分1142400分
の4080）

林　敏美
（持分1142400分
の1360）

松本　信也
（持分1142400分
の40）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

　　―

　　 ―

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

福井県福井市
大手三丁目17
番1号

―

―

―

―

―

―

福井県

福井県

―

―

土地使用借権

土地使用借権

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
16字村上

福井県今立郡
池田町千代谷
24字鳥越平

福井県今立郡
池田町千代谷
79字村ノ下大
本山

住所 氏名所在

大阪府門真市
宮野町12番8号
創新工業内た
だし、土地登
記簿上の住所
大阪府大阪市
北区中津六丁
目8番21-504号

神奈川県横浜
市港北区師岡
町536番地

福井県福井市
篠尾町第96号
117番地

福井県鯖江市
幸町1丁目3番
14号

福井県福井市
竹生町第34号
2番地

愛知県名古屋
市瑞穂区苗代
町18番7号

8番

6番

13番

17番

宅地

原野

原野

保安林

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

宅地

山林

山林

山林

地積（㎡）

142.14

201

826

2644

公簿 実測

154.84

451.57

880.83

3846.34

154.84

451.57

880.83

2744.92

藤田　一彦
（持分1142400分
の867）

登記名義人
（亡）安達　惣吉
（持分1142400分
の4080）
上記法定相続人
安達　信行
（持分1142400分
の4080）

安達　昌良
（持分1142400分
の4080）

松田　幸江
（持分1142400分
の4080）

林　敏美
（持分1142400分
の1360）

松本　信也
（持分1142400分
の40）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

神奈川県横浜市
港北区師岡町53
6番地
福井県福井市篠
尾町第96号117
番地
福井県鯖江市幸
町1丁目3番14号

福井県福井市竹
生町第34号2番地

5番3 畑

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

河川敷

地積（㎡）

89

公簿 実測

17.96 17.96

登記名義人
（亡）安達　惣吉
（持分96分の12）
上記法定相続人
安達　信行
（持分96分の12）

安達　昌良
（持分96分の12）

松田　幸江
（持分96分の12）

林　敏美
（持分96分の12）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

―

福井県福井市
日之出二丁目
12番5号

富山県富山市
牛島町15番1
号

西日本電信電話
株式会社
福井支店長
高畠　勝之

北陸電力送
配電株式会社
代表取締役社長
棚田　一也

土地使用借権

土地使用借権

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

神奈川県横浜市
港北区師岡町53
6番地
福井県福井市篠
尾町第96号117
番地
福井県鯖江市幸
町1丁目3番14号

福井県福井市竹
生町第34号2番地

福井県福井市大
手三丁目17番1号

4番2

6番2

畑

畑

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

公衆用
道路

公衆用
道路

地積（㎡）

29

19

公簿 実測

29.46

19.22

29.46

19.22

―

―

不明（持分96分の
40）　ただし、
登記名義人
（亡）安達　惣吉
（持分96分の12）
上記法定相続人
安達　信行
（持分96分の12）

安達　昌良
（持分96分の12）

松田　幸江
（持分96分の12）

林　敏美
（持分96分の4）

または、

福井県
上記代表者
福井県知事
杉本　達治
（持分96分の40）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　 ―

福井県

―

福井県

―

所有権が登記
名義人（亡）
安達　惣吉
（持分96分の12）
外3名にある場合
土地使用借権

所有権が福井県
（持分96分の40）
にある場合

　　なし

所有権が登記
名義人（亡）
安達　惣吉
（持分96分の12）
外3名にある場合
土地使用借権

所有権が福井県
（持分96分の40）
にある場合

　　なし
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令
和
四
年
十
二
月
六
日
発　

行　
発
行
人　

〒
九
一
〇

－

八
五
八
〇　

福
井
県
福
井
市
大
手
三
丁
目
十
七
番
一
号　

福　

井　

県

裁決手続開始を決定する土地

地目

福井県今立郡
池田町千代谷
17字熊平

住所 氏名所在

神奈川県横浜市
港北区師岡町53
6番地
福井県福井市篠
尾町第96号117
番地
福井県鯖江市幸
町1丁目3番14号

福井県福井市竹
生町第34号2番地

福井県福井市大
手三丁目17番1号

5番3 畑

地番
収用しよう
とする土地
の面積（㎡）

土地所有者
土地に関して権利を
有する関係人

公簿 現況

公衆用
道路

地積（㎡）

89

公簿 実測

71.52 71.52 ―

不明（持分96分の
40）　ただし、
登記名義人
（亡）安達　惣吉
（持分96分の12）
上記法定相続人
安達　信行
（持分96分の12）

安達　昌良
（持分96分の12）

松田　幸江
（持分96分の12）

林　敏美
（持分96分の4）

または、

福井県
上記代表者
福井県知事
杉本　達治
（持分96分の40）

住所 氏名
権利の
種類

使用しよう
とする土地
の面積（㎡）

福井県福井市
日之出二丁目
12番5号

富山県富山市
牛島町15番1
号

福井県福井市
大手三丁目
17番1号

　　―

西日本電信電話
株式会社
福井支店長
高畠　勝之

北陸電力送
配電株式会社
代表取締役社長
棚田　一也

　  福井県

　　 ―

土地使用借権

土地使用借権

所有権が登記
名義人（亡）
安達　惣吉
（持分96分の12）
外3名にある場合
土地使用借権

所有権が福井
県（持分96分の
40）にある場合

　　なし


